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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月16日(2018.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン構造ポリマーと０．０２重量％～３重量％の光開始剤とから形成される
ポリマーパイプであって、前記光開始剤は、化学式１の化合物であり、

【化１】

　ここで、Ｒ１は、－Ｃ４～Ｃ２４　アルキル（ａｌｋｙｌ）、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～
Ｃ２４－ｍ　アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ア
ルキニル（ａｌｋｙｎｙｌ））、－Ｃ４～Ｃ２４　ハロアルキル（ｈａｌｏａｌｋｙｌ）
、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルケニル（ｈａｌｏａｌｋｅｎｙｌ））、
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－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルキニル（ｈａｌｏａｌｋｙｎｙｌ））、－
（ＣＨ２）ｎ［Ｏ（ＣＨ２）ｐ］ｑ（ＣＨ２）ｒＲ４から選択され、
　Ｒ２は、－Ｈ、－Ｏ－Ｒ３から選択され、
　Ｒ３は、－Ｃ４～Ｃ２４　アルキル（ａｌｋｙｌ）、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－

ｍ　アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　アルキニル
（ａｌｋｙｎｙｌ））、－Ｃ４～Ｃ２４　ハロアルキル（ｈａｌｏａｌｋｙｌ）、－（Ｃ
Ｈ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルケニル（ｈａｌｏａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ

２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルキニル（ｈａｌｏａｌｋｙｎｙｌ））、－（ＣＨ２

）ｎ［Ｏ（ＣＨ２）ｐ］ｑ（ＣＨ２）ｒＲ５から選択され、
　Ｒ４及びＲ５は、各々独立に－Ｈ、－Ｏ－Ｒ６から選択され、
　Ｒ６は、－Ｈ、－Ｃ１～Ｃ１８　アルキル（ａｌｋｙｌ）、－（ＣＨ２）ｓ（Ｃ２～Ｃ

１８－ｓ　アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ２）ｓ（Ｃ２～Ｃ１８－ｓ　アル
キニル（ａｌｋｙｎｙｌ））から選択され、
　ｍは、２～２２、
　ｎは、１～１２、
　ｐは、２、３、４、５又は６、
　ｑは、２～１０、及び、
　ｒは、０、１又は２、
　ｓは、２～１６であり、
　ここで、Ｒ２が、－Ｈの場合、Ｒ１は、少なくとも７個の炭素原子を含む、ポリマーパ
イプ。
【請求項２】
　前記ポリオレフィン構造ポリマーは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン、
及び、これらのいずれかの共重合体から選択される請求項１に記載のパイプ。
【請求項３】
　Ｒ１は、－Ｃ４～Ｃ２４アルキル又は－Ｃ４～Ｃ２４ハロアルキルであり、前記アルキ
ル又は前記ハロアルキルは、必要に応じて、分枝及び／又は環状アルキルを含む、請求項
１又は２に記載のパイプ。
【請求項４】
　Ｒ１は、－Ｃ８～Ｃ２０アルキルであり、前記アルキルは、必要に応じて、分枝及び／
又は環状アルキルを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載のパイプ。
【請求項５】
　Ｒ１は、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　アルケニル）又は－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２

～Ｃ２４－ｍ　アルキニル）であり、前記アルケニル又は前記アルキニルは、必要に応じ
て、分枝及び／又は環状アルケニル又はアルキニルを含む、請求項１～４のいずれか１項
に記載のパイプ。
【請求項６】
　Ｒ１は、Ｃ８、Ｃ１０、Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６又はＣ１８アルキルであり、必要に応
じて、前記アルキルは、直鎖アルキルである、請求項１～３のいずれか１項に記載のパイ
プ。
【請求項７】
　Ｒ２は、－Ｈである、請求項１～６のいずれか１項に記載のパイプ。
【請求項８】
　Ｒ２は、－Ｏ－Ｒ３である、請求項１～７のいずれか１項に記載のパイプ。
【請求項９】
　Ｒ１とＲ３とは同一である、請求項８に記載のパイプ。
【請求項１０】
　Ｒ１とＲ３とはどちらとも、Ｃ４、Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７又はＣ８アルキルである、請求項
８に記載のパイプ。
【請求項１１】
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　前記光開始剤は、化学式１の少なくとも二つの化合物を含む、請求項１～１０のいずれ
か１項に記載のパイプ。
【請求項１２】
　前記光開始剤は、０．３重量％～１．５重量％である、請求項１～１１のいずれか１項
に記載のパイプ。
【請求項１３】
　前記パイプは、さらに、０．０２重量％～１０重量％の助剤を含み、前記助剤は、少な
くとも一つの反応性炭素－炭素二重結合を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
パイプ。
【請求項１４】
　前記助剤が、アクリレート、メタクリレート、ポリブタジエン、アリルエーテル、ビニ
ルエーテル、及び、モノ又はポリ不飽和油から選択され、又は、それらを含む、請求項１
３に記載のパイプ。
【請求項１５】
　前記助剤は、トリアリルシアヌレート、又は、ポリブタジエン３０００、ポリブタジエ
ン５０００、末端水酸基ポリブタジエン、末端水酸基エポキシ化ポリブタジエン、ポリブ
タジエン－Ｒｉｃｏｎ（登録商標）１４２、ポリブタジエン－Ｒｉｃｏｎ１５２、ポリブ
タジエン－Ｒｉｃｏｎ１５６、ポリブタジエン－Ｒｉｃｏｎ１５７、ポリブタジエンジア
クリレートから、必要に応じて、選択されるポリブタジエン、又は、トリメチロールプロ
パントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）の少なくとも一つを含む請求項１３又は１４に記載
のパイプ。
【請求項１６】
　さらに、０．０５重量％～１重量％のヒンダードアミン光安定剤を含む、請求項１～１
５のいずれか１項に記載のパイプ。
【請求項１７】
　前記ヒンダードアミン光安定剤は、以下から選択される、又は、以下を含む、請求項１
６に記載のパイプ。
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【化３】

　ここで、Ｒ５は、Ｃ２～Ｃ２４アルキル基である。
【化４】

　これは、２，０００ｇ／ｍｏｌ～３，１００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する。

【化５】

　これは、３，１００ｇ／ｍｏｌ～４，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する。
【請求項１８】
　さらに、０．１重量％～１重量％の酸化防止剤を含む、請求項１～１７のいずれか１項
に記載のパイプ。
【請求項１９】
　前記酸化防止剤は、以下を含む、請求項１８に記載のパイプ。
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【化６】

及び／又は
【化７】

【請求項２０】
　前記パイプは、
　押出パイプを形成するために、共回転二軸スクリュー押出機から前記ポリオレフィン構
造ポリマーと前記光開始剤とを含む混合物を押出すことと、
　前記押出されたパイプにＵＶ放射線を照射することによって前記構造ポリマーを架橋す
ることと、によって得られるパイプの特性を有する架橋ポリオレフィンパイプである、請
求項１～１９のいずれか１項に記載のパイプ。
【請求項２１】
　前記架橋度が約６０～約９０％の範囲である、請求項２０に記載のパイプ。
【請求項２２】
　ＮＳＦ６１に従って試験を行った場合、下記化合物の残余のレベルは、
　ベンゼンが５ｐｐｂ以下、
　ベンゾフェノンが３０ｐｐｂ以下、
　ベンズヒドロールが５０ｐｐｂ以下、
　ｐ－ヒドロキシベンゾフェノンが１０ｐｐｂ以下、
　ｐ－ヒドロキシベンズヒドロールが１０ｐｐｂ以下、
　ｐ－ホルミルベンゾフェノンが１０ｐｐｂ以下、の指定されたレベルである、請求項１
～２１のいずれか１項に記載のパイプ。
【請求項２３】
　押出パイプを形成するための共回転二軸スクリュー押出機からの混合物の押出と、
　前記押出パイプをＵＶ放射線で照射することによって、ポリオレフィン構造ポリマーを
架橋することと、を含み、
　ここで、前記押出混合物は、ポリオレフィン構造ポリマーと、０．０２重量％～３重量
％の光開始剤と、を含み、
　ここで、前記光開始剤は、化学式１の化合物であり、
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【化８】

　ここで、Ｒ１は、－Ｃ４～Ｃ２４　アルキル（ａｌｋｙｌ）、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～
Ｃ２４－ｍ　アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ア
ルキニル（ａｌｋｙｎｙｌ））、－Ｃ４～Ｃ２４　ハロアルキル（ｈａｌｏａｌｋｙｌ）
、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルケニル（ｈａｌｏａｌｋｅｎｙｌ））、
－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルキニル（ｈａｌｏａｌｋｙｎｙｌ））、－
（ＣＨ２）ｎ［Ｏ（ＣＨ２）ｐ］ｑ（ＣＨ２）ｒＲ４から選択され、
　Ｒ２は、－Ｈ、－Ｏ－Ｒ３から選択され、
　Ｒ３は、－Ｃ４～Ｃ２４　アルキル（ａｌｋｙｌ）、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－

ｍ　アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　アルキニル
（ａｌｋｙｎｙｌ））、－Ｃ４～Ｃ２４　ハロアルキル（ｈａｌｏａｌｋｙｌ）、－（Ｃ
Ｈ２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルケニル（ｈａｌｏａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ

２）ｍ（Ｃ２～Ｃ２４－ｍ　ハロアルキニル（ｈａｌｏａｌｋｙｎｙｌ））、－（ＣＨ２

）ｎ［Ｏ（ＣＨ２）ｐ］ｑ（ＣＨ２）ｒＲ５から選択され、
　Ｒ４及びＲ５は、各々独立に、－Ｈ、－Ｏ－Ｒ６から選択され、
　Ｒ６は、－Ｈ、－Ｃ１～Ｃ１８　アルキル（ａｌｋｙｌ）、－（ＣＨ２）ｓ（Ｃ２～Ｃ

１８－ｓ　アルケニル（ａｌｋｅｎｙｌ））、－（ＣＨ２）ｓ（Ｃ２～Ｃ１８－ｓ　アル
キニル（ａｌｋｙｎｙｌ））から選択され、
　ｍは、２～２２、
　ｎは、１～１２、
　ｐは、２、３、４、５又は６、
　ｑは、２～１０、及び、
　ｒは、０、１又は２、
　ｓは、２～１６であり、
　ここで、Ｒ２が、－Ｈの場合、Ｒ１は、少なくとも７個の炭素原子を含む、架橋ポリオ
レフィンパイプの製造方法。
【請求項２４】
　前記ポリオレフィン構造ポリマーが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン、
およびそれらの任意のコポリマーから選択される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　さらに、前記混合物は、請求項１３～１５のいずれかに定められる助剤を含む、請求項
２３又は２４に記載の方法。
【請求項２６】
　さらに、前記混合物は、請求項１６又は１７に定められるヒンダードアミン光安定剤を
含む、請求項２３～２５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２７】
　さらに、前記混合物は、請求項１８又は１９に定められる酸化防止剤を含む、請求項２
３～２６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記架橋ポリオレフィンパイプは、約６０％～約９０％の範囲の架橋度を有し、必要に
応じて、前記架橋度が約６５％～約８０％の範囲であり、さらに、必要に応じて、前記架
橋度が約６５％～約７５％の範囲である、請求項２３～２７のいずれか１項に記載の方法
。
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【請求項２９】
　前記ポリオレフィン構造ポリマー及び少なくとも一つの成分が別々に前記押出機に注入
され、
　前記少なくとも一つの成分は、前記光開始剤、及び、存在する場合、前記助剤、及び／
又は、前記フェノール系酸化防止剤、及び／又は、前記ヒンダードアミン光安定剤から選
択され、
　前記ポリオレフィン構造ポリマー及び前記少なくとも一つの成分は、前記二軸スクリュ
ー押出機の混合要素によって混合される、請求項２３～２８のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項３０】
　前記押出は、１００ｋｇ／ｈｒ超、必要に応じて、２００ｋｇ／ｈｒ超の押出機により
行われる、請求項２３～２９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３１】
　架橋ポリオレフィンパイプの製造において、請求項１及び３～１２のいずれか１項に記
載の光開始剤の使用。
【請求項３２】
　水は飲料水である、前記水の輸送のための請求項１～２２のいずれか１項に記載のポリ
オレフィンパイプの使用。


	header
	written-amendment

